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学校便り 5月 号
令和元年 5月 21目

掛り|1市立第二増ヽ学校

教育目標:『夢に向かつて 自分を磨く子』‐重点目標 『やさしく伝え合おう進んでやろう』

令務の時代も子どもたちが幸慧でありますように
スタ▼卜してFB5もない平成31年度に別れを告げ、私たちは

「平成」から「令和」へ、その境界線をまたぐという歴史的瞬

間を経験しました。『令和』に関する首相の会見では「悠スの

歴史と薫り高さ文化、四季折々の美しい自然、こうした日本

曇「83Lヒ F:書:難::31責曇「澤甘通ぶ―耀‐
うに、
二人T本の日本人が、1明日への希望 と共にそれぞれの

花を大き<咲かせることができる、そうした日本でありたい、

この願いを込め、「令和」‐.に決定したJとありました:
新たな時代に生きる子どもたちが、自分や自りの人々の命の大切さを感じ、反達と共に楽しさを膨

らめ、苦難を乗り越える尊い経験を掛二小で味わらてほしぃと思います。そして、子どもたちの笑顔

の花をいっぱい咲かせられるよう全職員で努力していきます。令和の時代も子どもたちの幸せのため

に、家庭、地i或、学校の関係を深めていかれればと思います。御支援、御協力をよろし<お願い致し
ます。
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練1習はE31増 .しに熱を帯びてきてぃます。

各綱の子ともたち
―
が甲揮すの1ま:もちろん|『w濃勝』です。

応援練習は各組の応援 lJニダこと6年生が中心となつて行われ

ています。驚いたことが2つあります。 1つ目はリーダーの声か

けです:まず、指示が具体的でわかりやすいこと。そして「静か

にして<ださい。」ではな<、「拍手がすごくよ<なつてきました。

手を頭の上に上げてB口 <ともっとよ<なります。頑張りましょ

う。」この言葉で、下級生はやる気が倍増です。2つ目は、リーダーの声かけに応えようとする下級

学年 赤組 白組 青組

1年 1の 1 1の 3 1の 2

2年 2の 1 2の 3 2の 2

3年 3の 1 3の 2 3の 3

4年 4の 2 4の 3 4の 1

5年 5の 2 5の 3 5の 1

6年 6の 1 6の 3 6の 2

生の姿勢です。どのクラスからも大きな声、そして揃えようとする

高い意識が感:じられます。

運動会はとことん勝負にこだわる行事です。力を出し切る爽快感、

頭を働かせ作戦を立てる者える体育の実現、組の優勝に向かって一

つにまとまる充実感、自分の責任を果たす緊張感、勝つ喜び、負け

た悔しさ等貴重な経験が山積みです。その子の挑戦に寄り添い、成

長を見取つていきたいと思います。応援よろし<お願い致します。

【子どヽ たちの命を守っていただいています】



特彎り支援だより NO.1 特別支援教育コーディネーター 松浦 崇
今年度も、「特別支援教育コーディネーター」を、まなび学級の松浦崇が担
当 します。

努 力 して い るのだ けれ どなかなか うま くいか な いそ の子 の困 り感や特性 、

こ うな りた い とい う願 い を把握 し、そ の子 の持 て る力 を高 め、生活や 学習 上

の 困難 を改 善 した り克服 した りす るため に、適 切な支援 を行 う ことが とて も

大 切です 。そ の子 の 困 り感や 教育 的ニー ズ に対 して 、担任 だ けでな くかかわ

りのある先生方 と連携 して支援 していきます。

外部 の相談機 関 との連絡 や 、保 護者 の皆様 か らの相談 も担 って い ます。 よ

ろ しくお願 い します。

轟 鋼 の ま な 断 笏 ※ 6/1(土 )は校 内運動会です。

3年 から始 まる
リコーダーの講習会

掛西学園一貫研究会

(本 校会場 :授業、全体会 )

毎回楽 しみな 「お話の森」

(ボ ランティアヨムニさん )

2年 生が リー ドする
1。 2年 生学校探検

全校石拾 い

学校を引っ張る

5。 6年委員会活動

奉仕作業あ りが とうございました
5/11(土 )二瀬川、秋葉通 り、上屋敷地区による奉仕
作業を行いました。

暑い中で したが親子で一生懸命に取 り組んでいただきと

て もきれいにな りました。特に、プール西狽1は 、枝や草で

いっぱいで した。本当にあ りがとうございました。

次回は、 9/7(土 )橘 町、末広町、長谷地区です。
よろしくお願い致 します。
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折れたすずかけの本に

新緑の葉


